
平成26年度当初予算における政策的新規・充実予算枠要求事業の内容と査定結果【予算措置を講じたもの】

事　業　概　要 要求額 査定額 内容

「はばたけ未来へ！
京プラン」の点検

　「はばたけ未来へ！　京プラン」の着実な推進に向け，計画の達成状況の総括及び政策
の見直しの必要性について点検する。

4,000 4,000 ■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

戦略的広域シティＰＲ
事業の充実

　東京オリンピック・パラリンピックや関西ワールドマスターズゲームズ２０２１の開催
が決定し，世界から日本への関心が高まることから，国内外への効果的かつ効率的な情報
発信を更に強化するため，雑誌，テレビ等とのタイアップを充実させるとともに，海外メ
ディアを対象としたプレスツアー等を新たに実施する。

10,000 10,000
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

下京区西部エリアの活
性化に向けた将来構想
の策定

　梅小路公園界隈を中心として交流拠点にふさわしい地域資源が多数集積する下京区西部
エリアの活性化に向けて，平成２４年度に設置した産・学・公・地域連携による「下京区
西部エリアの活性化を目指す検討会議」における取組の成果を踏まえ，エリアの将来像や
活性化の具体的方策等を盛り込んだ将来構想を策定する。
　あわせて，将来構想の推進を担うエリアマネジメント組織を平成２７年度早期に設立す
るための準備を行う。

9,000 9,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

「大学のまち京都」の
魅力を体感できる短期
留学受入事業

　日本への留学に関心がある海外の学生に，多様な大学が集積する京都の強みを活かした
大学講義の受講や伝統文化や伝統産業などの体験を通して，「大学のまち 京都」の魅力
を直接感じていただき，京都の大学への留学等を促進するための短期留学受入事業を実施
する。
　なお，参加者の募集に当たっては，大学コンソーシアム京都の海外の連携校や大使館等
を通じた広報・周知を行う。

2,200 2,200

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果総　合　企　画　局　予　算　要　求　の　内　容



事　業　概　要 要求額 査定額 内容
事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果総　合　企　画　局　予　算　要　求　の　内　容

留学生誘致に向けた
「大学のまち京都・学
生のまち京都」の魅力
発信

　世界中の若者に京都を身近に感じてもらい，「京都の大学に行きたい」，「京都で学生
生活を送りたい」という思いを持っていただき，京都の大学への留学を促進するため，留
学生ならではの視点を取り入れ，京都での学生生活や京都のまちの魅力を伝えるプロモー
ション映像を制作する。
　制作した映像は，海外での「京都の大学紹介セミナー」をはじめ，友好都市との交流事
業や京都市海外情報拠点での配布など，あらゆる機会を活用して，「大学のまち 京都・
学生のまち 京都」を海外に広く発信する。

4,000 3,500

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

京都企業と連携した次
代の京都を担う人財の
育成

　大学や国籍を越えた多様な学生を，次代の京都を担う「グローカル人財（グローバルな
視野を持ちながら地域で活躍する人財）」として育成するため，学生・留学生と京都の企
業とが連携して，企業から示された課題の解決や企業への事業提案を検討する場を創出
し，社会で通用するスキルなどを習得させるとともに，京都企業への就職に対する意識付
けを行う。
　これにより，京都の企業への就職に対する意識を芽生えさせるとともに，グローバルな
協働体験によるキャリアアップを図り，ひいては「京都の大学で学ぶこと」のブランド化
を目指す。

8,000 8,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

京都・西安友好都市提
携４０周年記念事業

　中国・西安市との友好都市提携４０周年を記念して，京都において西安を身近に感じて
もらう文化紹介イベントを開催するとともに，西安への代表団派遣，西安からの代表団受
入，市民文化団体等との記念事業を実施し，市民レベルでの交流を推進する。

2,300 2,300
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

２０１４年青島世界園
芸博覧会における京都
の魅力発信事業

　「２０１４年青島世界園芸博覧会」において，中国をはじめ世界に向けて京都の魅力を
発信する事業を実施し，京都への観光客・留学生の誘致等，交流の活性化を目指す。

14,000 14,000
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査



事　業　概　要 要求額 査定額 内容
事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果総　合　企　画　局　予　算　要　求　の　内　容

大型汎用コンピュータ
のオープン化の推進

　住基，税，福祉等の基幹業務の処理を行う大型汎用コンピュータについて，最新技術の
導入とコスト削減，業務の効率化を図るため，特定業者固有の技術で作られていない機器
等に刷新（オープン化）する。
　平成２６年度は，現状の業務を新しく導入するシステムで効果的に行うことができるよ
う，業務の流れや課題を明確にしていく作業を行う。

840,400 860,100

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査


